
低地の水辺に生える一年草。茎は斜上するか直立して、多くの枝をわけ、鋭い下向きの刺毛があり、高さ
30-100cmになる。葉は披針状長楕円形から披針形、基部はほこ形で、耳部は水平に開き、両面に星状毛

を密生する。花期は7-10月。総状花序は短い頭状となり、2-5花をつける。

氾濫原の湿地に生育する。

原野環境の保全が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Persicaria  maackiana  (Regel) Nakai

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、西宮市、伊丹市、明石市、加古川市、稲美町、三木
市、姫路市、赤穂市、豊岡市、南あわじ市

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

タデ科
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